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⾮住宅分野を中⼼とした無垢構造材等利⽤拡⼤事業

背景

（2）ＪＡＳ構造材実証⽀援事業

店舗、事務所、倉庫、⼯場等の⾮住宅分野を中⼼とした⽊造建築の市場を開拓するため、品質・性能が明確で構造計算が
可能なＪＡＳ構造材（無垢製材（⼈⼯乾燥機械等級区分製材、２×４製材）、ＣＬＴ）の需給拡⼤を強化。

趣旨

平成30年度予算額
５００，０００（ー）千円

（1）の登録事業者（建築業者）が、木造非住
宅分野を中心にＪＡＳ構造材を活用して、他建
材から木材への切替を促すなど地域における
先例となりうる建築を実証的に行う場合、ＪＡＳ
構造材の調達費の一部を支援します。

（現場の施工性や気づきの点等のレポートの
作成・提出が必要です）

ＪＡＳ無垢材製品を用い
た非住宅建築物の設計
ができる技術者を育成
するため、技術セミナー
や実例見学会の取組を
支援します。

（1）ＪＡＳ構造材活⽤事業者拡⼤事業

工務店等木材の実需者や発注者における、格付実績が低位なＪＡＳ構造
材を積極的に活用する気運を高めるため、「ＪＡＳ構造材活用拡大宣言」運
動を展開する普及活動を支援します。また、宣言を行った事業者を登録・
公表し、成果の見える化を図ります。

非木造

木造

住宅 格付実績が低位

非住宅建築においては、
厳密な構造計算が必要。

集成材、合板は格付の
量・率ともに高水準

セミナーのイメージ

(千㎡)

（3）ＪＡＳ無垢材活⽤
設計者育成事業

製材等のＪＡＳ格付率（推計）

資料：国内流通量は農林水産省「木材需給報告書（Ｈ２７）」、格付量は農林水産省業務資料
注： ・２×４の国内生産量はＪＡＳ格付量とし、不明分は（－）とした

・合板の生産量は普通合板及び特殊合板の合計
・統計データの集計期間は異なる（国内流通量は暦年、格付量は年度）
・ＣＬＴ生産量は、日本ＣＬＴ協会調べ

資料：国土交通省「建築着工統計」（平成28年）

構造計算に対応できる
ＪＡＳ構造材の格付実
績を引き上げ、流通量
を拡大。
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国、都道府県、
業界団体等によ
るＪＡＳ構造材活
用の働きかけ

ＪＡＳ構造材
活用セミナー

業界紙等による
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ＪＡＳ構造
材の需要
拡大

低コスト・安定的
な生産・加工・流
通によるＪＡＳ構
造材の供給拡大

①実需者
・設計者：ＪＡＳ無垢材・ＣＬＴ活用設計宣言

・工務店： ＪＡＳ無垢材利用率アップ宣言

・流通業者： ＪＡＳ無垢材常時取扱宣言
・プレハブ建築業者：ＪＡＳＣＬＴ利用拡大宣言

②発注者
・サービス産業の企業： ＪＡＳ無垢材・ＣＬＴ活用

店舗拡大宣言

・倉庫オーナー： ＪＡＳ無垢材活用倉庫建設宣言

③木材加工業者
・製材業者： ＪＡＳ無垢材増産宣言
・プレカット業者：ＪＡＳ無垢材・ＣＬＴ利用拡大宣言

ＪＡＳ構造材活用拡大宣言
（イメージ）


